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平成24年10月25日　議会だより（2）

１、町税 6億 5207 ■
２、地方譲与税 7660 ■
３、利子割交付金 163

４、配当割交付金 69

５、株式等譲渡所得割交付金 22

６、地方消費税交付金 6817 ■
７、自動車取得税交付金 1633 ■
８、地方特例交付金 1646 ■
９、地方交付税 32 億 5420 ■
10、交通安全対策特別交付金 180

11、分担金及び負担金 4455 ■
12、使用料及び手数料 7948 ■
13、国庫支出金 3億 6596 ■
14、県支出金 4億　592 ■
15、財産収入 1227 ■
16、寄付金 136

17、繰入金 2億 4307 ■
18、繰越金 2億　829 ■
19、諸収入 1億 1197 ■
20、町債 3億 6290 ■

歳　入　総　額 59 億 2394

決算報告認定
　平成24年第７回町議会定例会が、９月５日から14日までの10日間開か
れ、補正予算７件、一般会計、国民健康保険等各特別会計事業の平成23
年度決算報告、意見書３件、人事３件等を審査し、いずれも原案のとお
り可決しました。
　23年度一般会計決算では、歳入総額は59億2394万円であり、そのうち
町税は、全体の約11％にあたる６億5207万円となっています。
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歳 入 内 訳
（単位：万円）

実質収支 ３億５４１５万円（うち基金積立額 １億７８００万円）
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１、人件費 9億 9225 ■
２、扶助費 3億 8945 ■
３、公債費 8億 9632 ■
４、物件費 7億 3555 ■
５、維持補修費 2億 8474 ■
６、補助費等 7億 4165 ■
７、繰出金 6億 6594 ■
８、積立金 1億 2547 ■
９、投資・出資・貸付金 2570 ■
10、普通建設事業 5億 6619 ■
11、災害復旧費 4309 ■

歳　出　総　額 54 億 6635

平成23年度各会計
　町債（町の借金）は借り入れ、返済とも年々減少しています。
　逆に各種基金（積立金）は年々増えております。これは各会計で
万一、資金不足などが生じた場合に補填財源となるものです。
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（単位：万円）

開通間近の大規模林道飯豊桧枝岐線

新設された「ひめさゆりの丘」
（地域密着型特別養護老人ホーム）

歳入歳出差引額 ４億５７５８万円　翌年度へ繰越財源 １億３４３万円
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平成23年度 各特別会計決算
会　　計　　別 歳入決算額 歳出決算額 差 引 残 金

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
　（ 事 業 勘 定 ）　 8億 5178 8 億　471 4707

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
　（ 直 診 勘 定 ）　 1億 2248 1 億 2032 216

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 7584 7522 62

介 護 保 険 特 別 会 計 9億 9939 9 億 9102 837

訪 問 看 護 特 別 会 計 1673 1520 153

介護老人保健施設特別会計 3億 2178 3 億 1957 221

物 品 調 達 特 別 会 計 1663 1663 0

農業集落排水事業特別会計 5億　507 5 億　116 391

生活排水個別処理事業特別会計 3285 3226 59

萩 生 財 産 区 特 別 会 計 23 21 2

豊 原 財 産 区 特 別 会 計 13 11 2

添 川 財 産 区 特 別 会 計 260 251 9

豊 川 財 産 区 特 別 会 計 54 8 46

中 津 川 財 産 区 特 別 会 計 608 575 33

水 道 会 計
損 益 勘 定 2億　401 1 億 7285 3116

資 本 勘 定 2976 8128 △ 5152

（単位：万円）

添川地区農業集落排水施設（終末処理場）
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平成24年度 各会計補正予算

会　　計　　別 補正前の額 補正額 計
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
　（ 事 業 勘 定 ）　 8億 2217 1605 8 億 3822

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
　（ 施 設 勘 定 ）　 1億 4136 △ 471 1 億 3665

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 8056 10 8066
介 護 保 険 特 別 会 計 10 億　687 1130 10 億 1817
介護老人保健施設特別会計 2億 9325 493 2 億 9818
生活排水個別処理事業特別会計 4777 49 4826
水 道 事 業 会 計 2億 1964 200 2 億 2164

平成24年度飯豊町一般会計は、歳入歳出それぞれ7920万円が追加され、
55億6110万円となりました。

平成24年度　飯豊町一般会計補正予算（第６号）
（単位：万円）歳　入

款 補正前の額 補正額 計
地 方 特 別 交 付 税 1200 △ 960 240
地 方 交 付 税 28 億 2649 6027 28 億 8676
分 担 金 及 負 担 金 4296 108 4404
国 庫 支 出 金 3億 4891 △ 4718 3 億　173
県 支 出 金 3億 3528 5594 3 億 9122
財 産 収 入 932 21 953
繰 入 金 3億 5916 950 3 億 6866
繰 越 金 1億 3538 4077 1 億 7615
諸 収 入 8316 41 8357
町 債 4億 8010 △ 3220 4 億 4790
補正されなかった款の額 8億 4914 8 億 4914
歳 入 合 計 54 億 8190 7920 55 億 6110

（単位：万円）歳　出
款 補正前の額 補正額 計

総 務 費 6億 5799 2425 6 億 8224
民 生 費 11 億 8969 920 11 億 9889
衛 生 費 3億 2537 △ 55 3 億 2482
労 働 費 7579 200 7779
農 林 水 産 費 7億 3359 2910 7 億 6269
商 工 費 1億 4961 2780 1 億 7741
土 木 費 5億 5569 △ 2883 5 億 2686
消 防 費 2億 5626 228 2 億 5854
教 育 費 5億 6601 979 5 億 7580
災 害 復 旧 費 5321 416 5737
補正されなかった款の額 9億 1869 9 億 1869
歳 出 合 計 54 億 8190 7920 55 億 6110

各特別会計補正予算
（単位：万円）
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委 員 会
長
沼（
桂
）委
員　
22
年

度
比
較
で
時
間
外
手
当
が

２
８
５
万
円
ほ
ど
増
え
て

い
る
が
そ
の
原
因
は
。

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
医

療
給
付
事
業
の
扶
助
費
の

中
で
町
独
自
で
支
援
し
て

い
る
分
と
子
育
て
支
援
と

し
て
保
育
園
、
幼
稚
園
、

児
童
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料

等
の
減
額
措
置
の
内
容
は
。

総
務
企
画
課
長　
時
間
外

が
増
え
た
原
因
は

①
震
災
後
、
避
難
者
等
ヘ

の
支
援
の
た
め
通
常
業

務
の
遅
れ
に
対
応

②
水
道
水
異
臭
問
題
、
大

教
育
文
化
課
長　
保
育
園

保
育
料
は
１
２
０
０
万
円

ほ
ど
、
児
童
セ
ン
タ
ー
使

用
料
は
81
万
円
ほ
ど
、
幼

稚
園
使
用
料
は
１
９
２
万

円
ほ
ど
で
総
額
１
４
９
２

万
円
ほ
ど
の
減
額
措
置
を

行
っ
て
い
ま
す
。

中
村
委
員　
子
育
て
講
座

や
研
修
会
の
事
業
内
容
は
。

　
ま
た
、
仕
事
と
家
庭
両

立
支
援
の
内
容
と
成
果
は
。

教
育
文
化
課
長　
こ
ど
も

み
ら
い
館
に
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
も
併
設
し
て
い

ま
す
。
親
子
で
の
タ
ッ
チ

ケ
ア
、
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
、

マ
リ
ン
バ
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
の
音
楽
鑑
賞
、
さ
ら
に

昨
年
度
は
震
災
に
よ
る
避

難
世
帯
に
対
し
親
子
を
対

象
と
し
た
交
流
事
業
、
相

談
事
業
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
仕
事
と
家
庭
両

立
事
業
は
県
の
事
業
で

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
る
た

め
費
用
の
一
部
を
補
助
す

る
制
度
で
す
。
昨
年
８
月

か
ら
開
設
し
事
業
展
開
し

て
い
ま
す
。

鈴
木
委
員　
決
算
に
お
い

て
第
三
セ
ク
タ
ー
等
の
財

務
状
況
を
連
結
し
た
決
算

報
告
が
な
さ
れ
て
い
な
い

が
ど
う
し
て
か
。

　
ま
た
、
い
い
で
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
活
動
の
事
業
成

果
は
。

総
務
企
画
課
長　
総
務
省

よ
り
２
０
１
１
年
か
ら
財

務
４
表
を
公
表
す
る
よ
う

に
通
知
を
受
け
て
い
ま
す
。

昨
年
度
、
新
公
会
計
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
一
般
会
計

　
平
成
24
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
13
件
及
び
水
道
事
業
会
計
合
わ
せ
15
件

の
決
算
は
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
９
月
11
日
、
12
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
審

査
し
ま
し
た
。

　
委
員
長
に
八
島
伝
内
、
副
委
員
長
に
後
藤
惠
一
郎
の
両
議
員
を
選
出
し
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

八
　
島
　
伝
　
内

　
　
　
決
算
特
別
委
員
長

雪
対
策
へ
の
対
応

③
土
曜
日
の
預
り
保
育
ヘ

の
対
応

④
介
護
老
人
保
険
施
設
美

の
里
で
の
リ
ハ
ビ
リ
等

指
導
へ
の
対
応

の
４
点
で
す
。

　

23
年
度
総
額
は
２
５
１

１
万
円
で
２
８
５
万
円
の

増
額
と
な
り
ま
す
。

住
民
税
務
課
長　
子
育
て

支
援
医
療
給
付
費
の
町
持

出
し
分
は
１
２
８
１
万
円

で
す
。

一
　
般
　
会
　
計

総
務
文
教
所
管
分

時
間
外
勤
務
手
当
て　

　
　
　
増
額
の
原
因
は

仕
事
と
家
庭
両
立
支
援
の

　
　
　
　
内
容
と
成
果
は

新
公
会
計
で
の
公
表
が

　
な
さ
れ
て
い
な
い
が
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決 算 特 別
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
で

き
て
い
ま
す
が
、
一
部
事

務
組
合
と
の
連
結
、
第
三

セ
ク
タ
ー
と
の
連
結
な
ど

が
で
き
て
お
ら
ず
公
表
に

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

教
育
文
化
課
長　
昨
年
２

月
に
設
立
し
た
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
キ

ラ
ラ
に
対
し
て
ス
ポ
ー
ツ

基
本
法
に
基
づ
き
支
援
し

て
い
ま
す
。
利
用
実
績
は

延
べ
人
数
で
１
６
０
０
人

を
超
え
る
参
加
利
用
で
、

会
員
登
録
者
は
23
年
度
末

で
３
２
７
名
ほ
ど
で
す
。

嶋
貫
委
員　
雪
害
倒
壊
家

屋
撤
去
費
費
用
弁
償
金
に

対
す
る
回
収
と
今
後
の
取

組
み
は
。

住
民
税
務
課
長　
住
所
が

分
か
ら
ず
連
絡
が
取
れ
な

い
状
況
で
あ
り
回
収
の
見

込
み
が
あ
り
ま
せ
ん
。

総
務
企
画
課
長　
空
き
家

対
策
は
県
で
も
重
要
な
課

題
と
し
て
、
現
在
検
討
し

て
い
ま
す
し
、
町
も
今
後

の
施
策
等
に
つ
い
て
具
体

的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

船
山
委
員　
大
震
災
の
発

生
で
、
町
で
は
風
評
被
害

を
含
め
求
償
分
、
損
害
賠

償
請
求
等
は
い
く
ら
あ
る

の
か
。

総
務
企
画
課
長　
現
在
の

と
こ
ろ
特
別
交
付
税
１
９

６
３
万
円
、
避
難
者
に
対

す
る
求
償
分
で
宮
城
・
福

島
か
ら
９
７
０
万
円
の
収

入
で
す
。
東
京
電
力
に
は

第
一
次
分
と
し
て
７
９
０

万
円
の
損
害
賠
償
請
求
を

出
し
て
い
ま
す
。
経
費
等

の
詳
細
は
後
目
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

後
藤
委
員　
地
区
公
民
館

の
指
定
管
理
料
の
算
定
基

準
は
。
ま
た
未
収
入
金
の

う
ち
町
税
等
の
ほ
か
に
税

以
外
の
債
権
に
対
し
て
納

税
推
進
員
の
収
納
業
務
の

対
応
は
。

教
育
文
化
課
長　
23
年
度

か
ら
２
期
目
の
指
定
管
理

期
間
に
な
り
、
見
直
し
ま

し
た
。
人
件
費
、
施
設
管

理
費
、
さ
ら
に
は
事
業
費

の
３
項
目
で
積
算
し
世
帯

数
割
、
利
用
人
数
割
等
も

考
慮
し
て
い
ま
す
。

住
民
税
務
課
長　
町
税
等

は
全
部
で
す
。
税
以
外
の

債
権
に
つ
い
て
は
、
上
水

道
使
用
料
、
農
集
排
使

用
料
（
分
担
金
を
含
む
）、

介
護
保
険
料
、
幼
稚
園
使

用
料
の
４
つ
を
集
金
し
て

い
ま
す
。
未
収
金
に
つ
い

て
収
納
率
を
上
げ
る
た
め

公
金
徴
収
の
一
元
化
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

長
沼（
安
）委
員　
23
年

度
末
公
債
（
借
金
）
残
高

は
99
億
９
８
０
０
万
円

で
、
住
民
一
人
当
た
り
約

１
２
４
万
６
０
０
０
円
と

な
る
。
人
口
減
少
が
進
む

中
、
今
後
の
見
通
し
は
。

総
務
企
画
課
長　
本
町
は

過
疎
地
指
定
で
あ
り
、
公

債
費
に
過
疎
債
が
22
億
円

ほ
ど
、
辺
地
債
が
５
億
円

あ
り
、
交
付
税
に
係
る
臨

時
財
政
対
策
債
と
し
て
22

億
円
ほ
ど
借
り
入
れ
を
起

こ
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

も
交
付
税
措
置
を
さ
れ
る

債
務
で
す
が
、
62
億
円
の

う
ち
50
億
円
は
そ
の
よ
う

な
借
り
入
れ
で
あ
る
こ
と

を
ご
承
知
願
い
ま
す
。
今

後
と
も
財
政
力
指
数
の
分

析
を
し
っ
か
り
行
い
財
政

運
営
を
し
て
行
き
ま
す
。

空
き
家
対
策
は　
　

　
　
　
　
ど
う
す
る

大
震
災
に
絡
む　
　
　

　
歳
入
歳
出
の
内
訳
は

公
金
徴
収
の
方
法
は

公
債
残
高
は
減
少
し
て
い

る
が
今
後
の
見
通
し
は　
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委 員 会
鈴
木
委
員　
労
働
費
補
助

金
６
０
０
０
万
円
ほ
ど
あ

る
が
、
地
域
経
済
効
果
と
、

今
後
活
性
化
す
る
対
策
は
。

産
業
政
策
担
当
課
長　
補

助
金
に
関
し
て
は
、
国
が

緊
急
的
に
雇
用
を
創
出
す

る
も
の
で
す
。
主
に
介
護

福
祉
・
子
育
て
・
産
業
振

興
・
情
報
通
信
・
観
光
・

環
境
分
野
も
の
づ
く
り
等

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

経
済
効
果
は
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
事
業
の
趣
旨

は
雇
用
を
確
保
す
る
こ
と

で
す
。

　

各
企
業
に
、
資
質
向
上

人
材
育
成
を
す
る
た
め
の

補
助
金
を
、
平
成
23
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

長
沼（
桂
）委
員　
ゆ
り
園

に
１
３
４
７
万
２
千
円
の

管
理
料
（
人
件
費
含
）
と
、

緊
急
雇
用
で
３
５
０
万
円

支
払
わ
れ
て
い
る
。
管
理

料
３
５
０
万
円
減
額
す
べ

き
で
は
。

産
業
政
策
担
当
課
長　
管

理
料
の
内
訳
は
、
施
設
の

維
持
管
理
・
球
根
の
植
え

替
え
・
日
常
の
管
理
（
人

件
費
）
・
材
料
費
・
除
雪

等
で
す
。

　

二
重
支
払
は
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

緊
急
雇
用
助
成
金
で
、

ゆ
り
園
の
経
営
を
担
う
人

材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　　
舩
山
委
員　
原
発
事
故
対

応
で
３
２
４
万
５
千
円
と

あ
る
が
、
財
源
は
国
県
・

東
京
電
力
の
ど
ち
ら
か
。

産
業
振
興
課
長　
町
全
体

の
中
で
被
災
者
の
方
々
に

住
宅
の
貸
付
・
公
営
住
宅

の
減
免
等
で
す
。

　

一
括
し
て
関
係
す
る
部

分
を
国
に
求
償
補
償
と
い

う
形
で
請
求
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
地
方
交
付
税
で
歳

入
さ
れ
ま
す
の
で
、
詳
細

に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い

ま
せ
ん
。

嶋
貫
委
員　
フ
ォ
レ
ス
ト

い
い
で
運
営
費
90
万
円
、

修
繕
料
約
６
０
０
万
円
。

23
年
度
は
ほ
と
ん
ど
利
用

し
て
い
な
い
。

　
地
域
の
振
興
発
展
を
は

か
る
う
え
で
も
、
３
６
５

日
営
業
で
き
る
対
策
を
早

急
に
す
る
べ
き
で
は
な
い

の
か
。
た
と
え
ば
別
会
社

に
し
て
経
営
を
分
離
し
て

は
。

町
長　
平
成
23
年
度
は
、

震
災
の
影
響
（
風
評
被

害
）
で
入
館
者
の
減
少
が

非
常
に
大
き
く
休
館
の
や

む
な
き
に
至
り
ま
し
た
。

　

休
館
に
よ
っ
て
、
逆
に

緑
の
ふ
る
さ
と
公
社
が

１
０
０
０
万
円
ほ
ど
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。
24
年

度
は
原
則
休
館
と
し
、
予

約
制
を
取
り
入
れ
て
活
用

し
ま
す
。

　

経
営
分
離
も
検
討
を
重

ね
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ

選
択
で
き
な
い
状
況
で
す
。

一
　
般
　
会
　
計

産
業
厚
生
所
管
分

雇
用
創
出
事
業
の　

　
　
　
　
　
効
果
は

指
定
管
理
料
は
適
正
か

原
子
力
発
電
所
事
故
の

　
　
　
　
補
償
内
容
は

フ
ォ
レ
ス
ト
い
い
で　

　
　
　
　
年
間
営
業
は

フォレストいいで



（9）議会だより　平成24年10月25日

決 算 特 別
後
藤
委
員　
13
店
舗
で
、

１
５
９
万
円
中
、
単
価

７
０
０
円
、
延
べ
日
数

２
２
７
２
日
、
利
用
者

９
９
４
０
人
、
報
告
に

よ
っ
て
支
出
さ
れ
て
い
る

が
、
協
力
店
最
高
額
20
万

円
以
上
・
最
低
０
円
、
か

な
り
の
偏
り
が
あ
る
が
、

経
済
効
果
は
。

産
業
政
策
担
当
課
長　
協

力
店
の
利
用
者
数
の
報
告

に
よ
り
、
効
果
的
に
運
営

さ
れ
、
目
的
を
達
成
し
て

い
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

協
力
店
の
日
常
の
活
動

か
ら
、
新
た
な
商
業
と
地

域
へ
の
貢
献
ま
た
、
情
報

発
信
の
場
所
と
し
て
活
動

し
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。

　

に
ぎ
わ
い
再
現
に
な
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

長
沼（
安
）委
員　
生
活
の

し
づ
ら
さ
調
査
委
託
金

８
万
５
千
円
と
あ
り
ま
す

が
、
目
的
と
使
途
の
内
容

は
。

健
康
福
祉
課
長　
障
が
い

者
の
方
が
日
常
生
活
で
、

ど
の
よ
う
な
不
便
を
感
じ

て
い
る
の
か
を
調
査
す
る

委
託
事
業
で
す
。
県
の
委

託
金
と
し
て
民
生
委
員
に

賃
金
と
し
て
支
出
し
て
い

ま
す
。

中
村
委
員　
３
年
間
の
国

の
補
助
事
業
で
の
成
果
と

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ

た
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　
21
年
度

か
ら
の
３
ヵ
年
の
事
業
で

高
齢
者
が
地
域
の
中
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
体
制

を
つ
く
る
も
の
で
す
。　

　

今
ま
で
は
こ
の
制
度

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
地
域
・
民
生
委
員
・

商
店
・
郵
便
局
配
達
員
の

方
々
な
ど
が
、
複
合
的
な

見
守
り
体
制
整
備
が
充
実

で
き
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
茶
房
の　

　
　
　
　
　
効
果
は

安
心
生
活
創
造
事
業
と
は

生
活
の
し
づ
ら
さ
と
は

長
沼（
桂
）委
員　
水
道
事

業
会
計
で
23
年
度
分
は
不

納
欠
損
扱
い
で
は
な
く
調

定
減
に
す
べ
き
で
は
。

地
域
整
備
課
長　
４
名
の

方
で
、
自
己
破
産
、
交
通

事
故
死
亡
で
相
続
放
棄
等

で
す
。
不
納
欠
損
で
は
な

く
調
定
減
に
、
22
年
度
以

前
の
も
の
は
、
不
納
欠
損

処
分
し
ま
し
た
。

長
沼（
安
）委
員　
水
道
事

業
会
計
で
支
払
利
息
が
前

年
度
よ
り
、
３
５
０
万
円

ほ
ど
減
少
し
て
い
る
の
は
。

地
域
整
備
課
長　
昭
和
60

年
、
平
成
２
年
借
り
入
れ

を
一
括
繰
り
上
げ
償
還
し

た
か
ら
で
す
。

特
　
別
　
会
　
計

23
年
度
分
は
調
定
減
で
は

利
子
の
減
っ
た
理
由
は

にぎわう椿劇場
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質
問
「
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
」
雇
用
対
策

は
。

町
長　
雇
用
創
出
対
策
は

既
存
の
産
業
や
各
種
サ
ー

ビ
ス
の
振
興
に
適
切
な
指

導
や
支
援
を
講
じ
、
必
要

な
施
策
を
継
続
的
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　

企
業
誘
致
対
策
に
つ
い

て
は
、
既
存
事
業
拡
大
や

企
業
誘
致
を
促
進
す
る
よ

う
な
町
独
自
の
補
助
制
度

の
創
設
な
ど
を
含
め
、
企

業
が
求
め
る
制
度
創
設
を

検
討
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
実
施
体
制
に

つ
い
て
は
、
現
在
組
織
機

構
の
見
直
し
に
着
手
し
て

お
り
、
新
た
な
仕
組
み
と

施
策
の
緊
急
性
を
勘
案
し

な
が
ら
、
検
討
し
て
い
ま

す
。

質
問　
幅
広
い
住
民
の
声

を
反
映
す
る
住
民
討
議
会

を
開
催
す
る
考
え
は
。

町
長　
町
民
討
議
会
は
、

日
本
青
年
会
議
所
が
中
心

と
な
っ
て
、
各
地
に
広
が

っ
て
い
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
よ
う
な
全
町

を
網
羅
し
た
住
民
討
議
会

は
、
今
後
の
検
討
課
題
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
問　
高
齢
者
福
祉
の
取

組
み
と
生
き
が
い
対
策
の

対
応
は
。

町
長　
認
知
症
高
齢
者
や

一
人
暮
ら
し
が
増
加
す
る

な
か
、
で
き
る
限
り
住
み

慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を

継
続
で
き
る
よ
う
に
支
援

し
ま
す
。
特
に
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
、
予
防
サ
ー
ビ
ス

医
療
サ
ー
ビ
ス
、
見
守
等

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
住

ま
い
を
適
切
に
組
み
合
わ

せ
て
、
さ
ら
に
、
充
実
し

て
い
き
ま
す
。

質
問　
介
護
を
さ
れ
て
い

る
高
齢
者
家
族
の
負
担
を

軽
く
す
る
具
体
策
は
。

町
長　
ご
家
族
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
各
種
支

援
事
業
、
町
独
自
の
在
宅

介
護
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
自
宅
で
生
活

を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

福
祉
用
具
の
貸
与
、
購
入

費
の
支
給
、
例
え
ば
、
車

い
す
や
特
殊
寝
台
、
歩
行

器
、
在
宅
改
修
費
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
福
祉
用

具
に
、
排
泄
物
を
感
知
し

吸
引
す
る
自
動
排
泄
処
理

装
置
を
対
象
に
追
加
し
て

い
ま
す
。

一般質問

町民の要望に応えていける体制づくりを

鈴
木
敏
夫
議
員

企
業
誘
致
と
雇
用
創
出
策
は

町
独
自
の
支
援
を
検
討

今
後
の
検
討
課
題

随
時
対
応
型
、
訪
問

介
護
、
看
護
に
努
力

各
種
支
給　
　
　
　

　
支
援
事
業
を
推
進
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一般質問

行政評価と定住環境づくりは
質
問　
限
ら
れ
た
財
源
で

町
独
自
の
シ
ー
ト
を
作
成

し
行
政
評
価
を
実
施
し
た

か
。

総
務
企
画
課
長　
評
価
の

様
式
は
作
成
し
た
が
実
施

し
て
お
ら
ず
、
平
成
25
年

か
ら
試
験
運
用
し
、
置
賜

の
共
同
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、

事
業
評
価
は
各
室
よ
り
抽

出
し
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

質
問　
空
き
家
の
調
査
を

平
成
17
年
に
実
施
し
何
軒

で
、
平
成
24
年
は
何
軒
か
。

総
務
企
画
課
長　
平
成
17

年
は
１
３
２
軒
、
平
成
24

年
は
１
６
１
軒
で
約
7
割

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

質
問　
毎
年
増
加
で
周
辺

の
環
境
や
防
犯
、
安
全
面

を
考
え
管
理
の
条
例
化
は
。

総
務
企
画
課
長　
県
と
関

係
市
町
村
に
よ
る
空
き
家

対
策
検
討
委
員
会
に
町
も

参
加
し
、
県
内
で
一
市
二

町
が
条
例
化
し
今
後
、
県

の
検
討
を
ふ
ま
え
考
え
て

い
き
ま
す
。

質
問　
中
ノ
目
南
団
地
も

募
集
さ
れ
る
が
、
早
急
に

人
口
減
少
の
歯
止
め
に
も

な
る
育
児
支
援
住
宅
な
ど

の
整
備
を
。

町
長　
若
者
の
雇
用
の
場

住
む
所
と
転
出
の
減
少
も

考
え
、
定
住
の
環
境
整
備

を
随
時
進
め
て
い
き
ま
す
。

質
問　
本
町
で
は
い
じ
め

は
な
い
の
か
。
先
生
方
の

観
察
力
も
合
せ
て
、
学
校

全
体
で
の
対
応
は
。

教
育
長　
月
に
一
回
教
頭

校
長
会
の
開
催
、
い
じ
め

は
ど
こ
で
も
お
き
る
と
の

認
識
で
、
担
任
と
職
員
全

員
で
話
し
合
い
、
情
報
が

あ
れ
ば
、
そ
の
日
に
訪
問

し
把
握
し
て
い
ま
す
。

質
問　
適
応
教
室
の
状
況

と
不
登
校
の
実
態
は
。

教
育
長　

毎
日
通
っ
て

い
る
子
ど
も
は
一
人
で
、

時
々
通
う
子
ど
も
が
一
人

で
す
。
学
校
に
復
帰
だ
け

が
目
的
で
は
な
く
、
子
ど

も
た
ち
の
気
持
ち
を
大
事

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

不
登
校
は
、
昨
年
度
よ

り
半
数
に
減
少
し
、
別
室

登
校
で
学
習
す
る
生
徒
と

適
応
教
室
に
か
よ
っ
て
い

る
生
徒
も
い
ま
す
。
今
後

も
改
善
が
図
れ
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

中
村
仁
一
議
員

○
行
政
評
価
と
空
き
家
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

○
定
住
環
境
づ
く
り
と
、
い
じ
め
・
不
登
校
の
現
状

行
政
評
価
の
実
施
は

空
き
家
の
状
況
は

常
に
情
報
の
共
有

管
理
の
条
例
化
は

若
者
が
住
み
た
い
町

子
ど
も
の
気
持
ち
は

中ノ目南住宅団地
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次
の
人
事
案
件
に
同
意

し
ま
し
た
。

◎
教
育
委
員
会

氏
名　

井
上　

俊
幸

住
所　

飯
豊
町
添
川

氏
名　

佐
藤　

晴
樹

住
所　

飯
豊
町
中

◎
中
津
川
財
産
区

　
管
理
委
員

氏
名　

長
谷
崎
文
男

住
所　

飯
豊
町
岩
倉

人
　事

第６回臨時会
　平成24年第 6回臨時会を開催し、工事請負契約締結1件について
全員一致で可決しました。

権
利
の
放
棄

○
放
棄
す
る
権
利
の
内
容

　

有
限
会
社
い
い
で
ク
リ

ー
ン
堆
肥
の
株
式
42
株
に

係
る
株
主
の
権
利
。

○
放
棄
す
る
権
利
の
相
手

方
住
所　

飯
豊
町
添
川

氏
名　

有
限
会
社
い
い
で

ク
リ
ー
ン
堆
肥

代
表
取
締
役　

金
田
和
男

○
放
棄
の
理
由

　

有
限
会
社
い
い
で
ク
リ

ー
ン
堆
肥
の
清
算

指
定
管
理
者
の
指
定

○
公
の
施
設
の
名
称

名
称　

町
農
林
水
産
物
処

理
加
工
施
設

所
在
地　

飯
豊
町
添
川

○
指
定
管
理
者

住
所　

飯
豊
町
手
ノ
子

氏
名　

恵め
ぐ
み工
房

　
　

 

〝
飯
豊
の
郷
〟

会
長　

男
鹿
晃
生

○
指
定
期
間

平
成
24
年
9
月
18
日
か
ら

平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で

請
　
願

◇
消
費
税
10
％
へ
の
増
税

中
止
に
つ
い
て
、
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
請

願
請
願
者

　

西
置
賜
革
新
懇
話
会

代
表
世
話
人

　

会　

長　

今
泉
義
憲

紹
介
議
員　

鈴
木
敏
夫

審
査
結
果

　

所
管
の
常
任
委
員
会
に

付
託
、
慎
重
審
議
し
、
本

会
議
に
お
い
て
、
賛
成
多

数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。意

見
書

◇
地
球
温
暖
化
対
策
に
関

す
る
「
地
方
財
源
を
確

保
、
充
実
す
る
仕
組

み
」
の
構
築
を
求
め
る

意
見
書

◇
李
明
博
韓
国
大
統
領
の

言
動
に
抗
議
し
、
政
府

に
対
韓
国
外
交
の
見
直

し
を
求
め
る
意
見
書

◇
香
港
民
間
団
体
に
よ
る

領
海
侵
入
及
び
尖
閣
諸

島
不
法
上
陸
に
関
す
る

意
見
書

　

以
上
3
件
の
意
見
書
を

国
お
よ
び
関
係
行
政
庁
に

提
出
し
ま
し
た
。

清算される㈲いいでクリーン堆肥

再指定されたとうふ工房
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各
課
か
ら
の
報
告

◆
総
務
課

白
川
ダ
ム
水
位
が
9
月
6

日
の
降
雨
に
よ
り
２
ｍ
44

㎝
の
余
裕
。

◆
住
民
税
務
課

・
小
田
俊
良
さ
ん
が
山
形

県
地
区
衛
生
組
織
連
合
会

会
長
に
就
任
。

・
山
形
県
防
災
訓
練
が
9

月
2
日
長
井
市
を
会
場
に

開
催
。
町
の
防
災
訓
練
は

10
月
14
日
中
津
川
に
お
い

て
予
定
。

◆
教
育
文
化
課

・
8
月
25
日
町
内
、
中
学

校
・
幼
児
施
設
の
運
動
会

開
催
。

・
9
月
1
日
め
ざ
み
の
里

祭
り
開
催
。

・
第
一
小
改
築
検
討
委
員

会
を
建
設
検
討
委
員
会
と

し
、
8
月
17
日
開
催
。
米

沢
、
東
根
の
各
小
学
校
を

視
察
研
修
し
年
内
に
基
本

構
想
を
取
り
ま
と
め
る
。

・
中
津
川
小
中
学
校
閉
校

式
は
平
成
25
年
3
月
23
日

を
予
定
。

質
問
と
答
弁

問　
置
公
で
の
紙
お
む
つ

の
配
布
、
ま
た
火
葬
場
夜

間
受
付
の
状
況
は
。

答　
紙
お
む
つ
は
、
2
歳

児
56
人
、
1
歳
児
55
人
、

0
歳
児
32
人
支
給
。
火
葬

場
夜
間
受
付
は
0
件
。

問　
一
連
の
侵
入
事
件
に

つ
い
て
警
察
か
ら
途
中
経

過
の
情
報
は
入
っ
て
い
な

い
か
。

答　
警
察
か
ら
の
情
報
は

入
っ
て
い
な
い
。

問　
固
定
資
産
税
評
価
替

え
に
よ
る
下
落
幅
、
平
均

の
地
価
、
ま
た
、
新
築
家

屋
数
及
び
外
国
人
登
録
者

数
は
。

答　
下
落
幅
は
8
％
。
平

均
地
価
は
最
高
５
０
０
０

円
、
最
低
６
０
０
円
。
新

築
家
屋
数
は
10
件
。
外
国

人
登
録
者
数
は
60
名
（
女

性
48
名　

男
性
12
名
）

問　
第
一
小
へ
太
陽
パ
ネ

ル
設
置
し
教
育
に
繋
げ
る

考
え
は
。

答　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活

用
の
観
点
か
ら
教
育
に
取

り
入
れ
た
い
。

各
課
か
ら
の
報
告

◆
産
業
振
興
課

・
10
月
６
日
〜
８
日
に

「
日
通
の
森
」
秋
の
森
林

活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

・
こ
く
わ
ワ
イ
ン
新
酒
発

表
会
が
10
月
25
日
に
物
産

館
で
開
催
予
定
。

◆
産
業
政
策
担
当
課
長

・
８
月
10
日
、
Ｌ
Ｄ
Ｆ
よ

り
閉
鎖
後
の
社
屋
利
用
等

を
町
内
外
10
社
に
要
請
し

て
い
る
旨
の
報
告
を
受
け

た
。

・
11
月
10
日
Ｊ
Ｔ
Ｂ
東
京

本
社
で
飯
豊
の
物
産
販
売

を
実
施
予
定
。

◆
健
康
福
祉
課

・
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
着
陸
場

所
が
県
の
調
査
で
26
カ
所

に
変
更
。

・
同
ヘ
リ
運
行
の
説
明
会

を
９
月
20
日
に
予
定
。

・
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の

対
象
者
等
の
概
要
を
広
報

「
お
知
ら
せ
版
」
に
掲
載

予
定
。

◆
介
護
老
人
保
健
施
設
長

・
来
年
３
月
31
日
付
で
椿

診
療
所
の
医
師
が
退
任
。

医
師
２
名
体
制
を
県
に
要

望
し
て
い
る
。
医
師
の
情

報
が
あ
り
ま
し
た
ら
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

質
問
と
答
弁

問　
平
成
26
年
育
樹
祭
の

開
催
地
招
致
に
つ
い
て
。

答　
本
町
で
開
催
を
県
に

強
く
要
望
し
て
い
る
。

問　
畜
産
・
営
農
指
導
員

の
育
成
が
必
要
で
は
。

答　
畜
産
指
導
が
で
き
る

職
員
は
い
な
い
。
営
農
指

導
員
を
引
き
続
き
公
募
し

ま
す
。

問　
緊
急
通
報
の
対
象
者

数
は
。

答　
単
身
世
帯
は
１
１
０

名
。

問　
白
川
水
系
の
岩
魚
か

ら
放
射
線
検
出
。
農
作
物

へ
の
影
響
は
。

答　
今
回
、
白
川
水
系
よ

り
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
検
査

す
る
。
安
全
範
囲
内
で
も

影
響
に
関
し
注
意
を
払
っ

て
い
く
。

問　
企
業
情
報
の
収
集
力

弱
い
。
強
化
が
必
要
で
は
。

答　
昭
和
50
年
以
降
組
織

的
な
取
り
組
み
が
薄
い
。

今
後
各
課
横
断
的
に
具
体

策
を
検
討
し
ま
す
。

問　
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
。

答　
国
で
は
９
月
か
ら
不

活
性
ワ
ク
チ
ン
を
導
入
。

町
委
託
医
療
機
関
で
接
種
。

常任委員会
総
務
文
教

産
業
厚
生
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平
成
24
年
10
月
５
日
置

賜
５
町
（
飯
豊
町
・
小
国

町
・
白
鷹
町
・
川
西
町
・

高
畠
町
）
の
議
員
交
流
会

が
高
畠
町
議
会
の
担
当
に

よ
り
高
畠
町
千
代
田
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
10
年
間
に
わ
た
る

東
北
地
方
の
農
山
漁
村
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
活
動

か
ら
住
民
を
主
体
と
し
た

地
域
づ
く
り
の
手
法
「
地

元
学
」
を
提
唱
す
る
民
俗

学
者
結
城
登
美
雄
氏
の
講

演
を
お
聴
き
し
ま
し
た
。

　

結
城
氏
は
、
こ
れ
ま
で

全
国
８
０
０
位
の
集
落
を

訪
ね
そ
の
実
践
か
ら
岩
手

県
山
形
村
（
合
併
に
よ
り

現
在
久
慈
市
）
バ
ッ
タ

リ
ー
村
、
宮
城
県
大
張
地

区
の
な
ん
で
も
や
、
上
越

市
中
ノ
俣
集
落
の
廃
校
を

利
用
し
た
環
境
学
校
、
長

野
県
小
川
村
の
お
や
き
村
、

金
山
町
谷
口
が
っ
こ
そ
ば
、

沖
縄
の
大
切
な
も
の
と
し

て
、
あ
た
い
・
ゆ
ん
た

く
・
ゆ
い
ま
〜
る
な
ど
の

言
葉
を
紹
介
し
地
域
活
性

化
の
実
践
を
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
結

城
氏
は
、
よ
い
地
域
で
あ

る
た
め
に
は
、

①
よ
い
仕
事
の
場
が
あ
る

こ
と

②
よ
い
居
住
環
境
が
あ
る

こ
と

③
よ
い
文
化
が
あ
る
こ
と

④
よ
い
仲
間
が
あ
る
こ
と

⑤
よ
い
学
び
の
場
が
あ
る

こ
と

⑥
よ
い
自
然
風
土
が
あ
る

こ
と

⑦
よ
い
行
政
が
あ
る
こ
と

の
７
つ
の
要
件
を
示
し

「
村
」の
在
り
様
、
活
か

し
方
に
地
域
活
性
化
の

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
こ

と
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
の
ス
ポ
ー
ツ
交

流
に
よ
り
参
加
議
員
は
交

流
を
深
め
親

睦
を
強
く
し

ま
し
た
。

　

あ
〜
雨
、
こ
ん
な
に
も

雨
が
恋
し
い
と
思
っ
た
の

に
も
う
い
ら
な
い
！
ま
さ

に
天
気
は
気
ま
ぐ
れ
。
よ

く
言
っ
た
も
の
だ
。
秋
の

天
気
は
何
と
か
…
。
収
穫

の
秋
・
実
り
の
秋
、
早
く

実
っ
て
ほ
し
い
日
本
の
政

治
と
思
う
の
は
私
だ
け
だ

ろ
う
か
。
23
年
度
会
計
の

決
算
審
査
９
月
定
例
会
に

お
い
て
、
予
算
が
適
正
、

効
率
よ
く
執
行
さ
れ
た
か

審
査
し
原
案
ど
お
り
認
定

し
ま
し
た
。
読
み
や
す
い

議
会
だ
よ
り
を
お
届
け
で

き
る
よ
う
委
員
一
同
心
が

け
て
い
ま
す
。
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。　
　

長
沼（
安
）
記

発
行
責
任
者

　
議
長
　
菅
野
富
士
雄

広
報
委
員
長

　
　
　
　
嶋
貫
　
栄
助

副
委
員
長

　
　
　
　
後
藤
惠
一
郎

委
　
員

　
　
　
　
山
口
　
文
隆

　
　
　
　
鈴
木
　
敏
夫

　
　
　
　
舩
山
　
清
一

　
　
　
　
長
沼
　
安
義

編
集
後
記

置賜地方町村議会議長会
議員交流会


